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I. 調査概要 

◼ 目的 

「がん検診のあり方に関する検討会」において、主に 30～60歳の女性を対象に「5年に１

度の HPV検査単独法」の導入が了承され、要件を満たす市町村では 2024年 4月からの実

施も考えられている。このような状況下、細胞検査士会として細胞検査士への影響、不安な

どを把握することを目的として調査を行った。 

 

◼ 対象 

各都道府県の施設代表者（任意） 

 

◼ 方法 

メールにて各都道府県の代表者に一任する形でアンケート協力を依頼し、Googleフォー

ムで作成したアンケートへの回答形式 

 

◼ 調査期間：2024年 3月 25日～4月 14日 

 

◼ 結果の見方 

 「問 5．所属施設における 1年間の子宮がん検診の検体数」については、回答がバラ

バラで集計困難であったため今回は取り下げ 

 グラフでは、縦軸に施設数を表示 

 「病院・検査センターでパート勤務」については、「病院・検査センターで・・・」と表示 

 自由記載の質問に関しては、同じような内容（表現）を取りまとめた上で代表的な内

容を掲載 

  



II. 調査結果 

【問１】 勤務先のある都道府県を選択して下さい。 

【問２】 所属施設を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

【問３】 子宮がん検診に HPV検査単独法が導入されることに関して知っていますか。 

【問４】 子宮がん検診に携わっていますか。 

 

 

 

 

 

全回答数は 271 件であり、都道府県としては大阪府、施設としては病院で働いて

いる代表者からの回答が多い結果となっています。 

単独法の導入の認識については、病院以外の施設では概ね知っていたようで、問

4 と合わせて検診に携わっているかどうかを反映した結果となっています。 

問３ 問４ 



【問６】 HPV検査単独法が導入されたら検体数が減るなどの影響があると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

【問７】 予測検体減少件数（予測減少割合）をお答えください。 

 

 

 

健診センターや検査センターでは概ね全施設で影響があると回答されており、病

院でも 3 分の２以上の施設で影響があると回答されています。 

予測減少割合では、健診センターと病院では 50％以上減るだろうと回答された施

設が 6 割超ありましたが、検査センターでは 8 割近くあった点が特徴と言えます。

す。 



【問８】 検体数減少以外に考えられる影響を記載して下さい。（自由記載） 

 

 

 

 

【問９】 HPV検査単独法の導入を想定しすでに施設として検討を始めていますか。 

 

 

 

 

 

  

代表的な回答内容は以下の通りです。 

 すぐに影響が出ると思わないが、年々影響が大きくなると思う。 

 病院では大きな影響はないと考えます。 

 ほとんどが HPV 感染の follow なので大幅に減少すると思う。 

 企業検診なので２，３年はそのままと聞いている。 

 コンベンショナルの検体数が減る。 

 健康管理部での検診を行っていますが、婦人科があるものの HPV 検査の施設基準

に満たないため自施設からの検査が出来ない状態です。月曜日から土曜日まで、診

察していますが、常勤医が(40 時間勤務)いる事に今の医師の条件では当てはまって

いません。ASC-US の場合は、他医紹介での HPV 検査です。この条件の緩和がな

い限り塗抹法になります。 

危機感からか健診センターや検査センターでは半数位が検討を開始しています

が、病院ではまだまだ様子見といった感じです。 



【問１０】 HPV検査単独法を導入した際、必要となる業務、細胞検査士として対応できる業務

などを記載して下さい。（自由記載） 

 

 

【問１１】 HPV検査単独法の導入による人員削減など不安を感じていますか。 

（不安度１■：不安は全くない／不安度５■：かなり不安である） 

問 9 で、「検討を開始している」と回答した施設（21.2％）と「まだしていな

い」と回答した施設（78.8％）でそれぞれ内容を分けてまとめています。様々な意

見がありますが、HPV 検査の導入はいずれの施設においても記載があり、病院に

おいては LBC 法の導入からといった点が特徴的だと思われます。 

不安度を 5 段階回で回答してもらいましたが、健診センターや検査センターでは

「かなり不安」と回答された施設が最も多く、病院勤務者との意識の違いが如実に

表れた結果となっています。 



【問１２】 HPV検査単独法の導入による人員削減など不安を感じていますか。（自由記載） 

 

 

 

 

不安に関する具体的な内容を健診センター、検査センター、病院ごとにまとめて

います。いずれも「人員削減」に関する不安が最も多く、次いで「収入・収益減

少」「外注化」「業務変更・異動」などについて大なり小なり不安を抱いていること

がわかります。その他にも様々な内容がありましたが、特に気になった点は、「ス

キルの低下」や「診断へのバイアス」、「体癌などの発見の遅れ」など、精度管理へ

の不安です。今後、このあたりについて情報収集や解析を行っていく事が、細胞検

査士会としての大事な取り組みと考えます。 



 

 

【最後に】 

この度は、年度末・年度初めのお忙しい中、本アンケートにご協力いただき感謝申し上げます。 

勤務先による意識の違いが明確に表れた結果となりましたが、自由記載欄においては、結果に

記載した以外にも貴重な意見を多数いただいております。今後も細胞検査士会ならびにがん検診

委員会としてアンケート内容について解析するとともに、さらなる情報収集と会員への開示に努め

ていきたいと考えます。引き続きのご協力お願い申し上げます。 


